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 １．九州大学における外国人留学生受入の概要 

平成20（2008）年10月 
 

有川節夫 新総長の就任挨拶における「５つの活動指針」 
 

【活動指針４ 記憶に残る国際連携】 （抜粋） 
 

「･･･留学生や外国人研究者，国内の研究者の長期滞在のための良質な宿泊施設を整
備するほか， 彼らの受入れに係るすべての手続き等を一元的に支援・代行する「外国人
研究者等支援センター(仮称)」を開設します。･･･」 

平成21（2009）年5月 
 

「外国人留学生・研究者サポートセンター」を設置 
 

平成21（2009）年7月 
 

「国際化拠点事業（グローバル30）」に採択 

【教員からの強い要望】 
留学生や外国人研究者をもっと積極的に受け入れたいが、 

手続きが複雑かつ多岐に渡っており、自身の研究室だけでは対応できない・・・。 

サポートセンター設置の背景 



九州大学で学ぶ留学生数の推移 
（単位：人） 
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Ｇ３０における留学生拡大のシミュレーション 

平成２１年 平成２５年

加速

国際教養学部
開設

英語によるコース
開設

G３０事業実施

加速

留学生拡大のシミュレーション

平成３２年
（平成２０年５月）

(2020年) (2013年) (2009年) 

平成24年 

(2012年) 

11月 
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 ２．留学生支援体制 

サポートセンター本部・
留学生課 

各地区 
サポートセンター 

指
示 

報
告 指

導 

報
告 

連携 



 

指導・指示 

サポートチーム 

＜箱崎＞ 
箱崎地区 
留学生約４００名 

 

スタッフ： ３名 

 
病院地区 
留学生約１２０名 

 

スタッフ： １名 

＜伊都＞ 
全学地区 
留学生約２２０名 

 

スタッフ： ２名 

 
筑紫地区 
留学生約１００名 

 

スタッフ： ２名 

 
大橋地区 
留学生約１９０名 

 

スタッフ： ２名 

 

指導・指示 

＜箱崎＞ 
貝塚地区 
留学生約５００名 

 

スタッフ： ３名 

【本部】 
 ・センター長（留学生課長が兼務） 
 ・チーフ（留学生課専門職員が兼務） 
 ・係長（留学生課・留学生支援係長が兼務） 
 ・係員：１名（専任） 

＜伊都＞ 
工学地区 
留学生約５５０名 

 

スタッフ： ３名 

各地区の職員は
全て非常勤職員 

 ２．留学生支援体制 

サポートセンター体制図 



 ３．サポートセンターの業務内容 

①入国前 ①在留資格認定証明書 代理申請手続き 

                 ②宿舎申請の受付 

                 ③航空券手配支援／フライト情報の入手 

 

 

②入国直後 ①シャトルバスサービス（空港出迎え～寮への移動） 

                 ②区役所手続き／銀行口座開設／携帯購入支援 

                 ③新入留学生オリエンテーションの実施 

３．入国後     ①日常相談業務 

                 ②住居探しサポート（住宅保証制度手続き支援等） 
                 ③窓口での通訳・翻訳 



 ３．サポートセンターの業務内容 
 

 

入
国
直
後 

入
国
後 

①「在留資格認定証明書」代理申請手続き 

②宿舎申請の受付 

③航空券手配支援／フライト情報の入手 
 

  ほぼ全ての留学生にとって、共通して必要なプロセス。 

  「オンライン入国支援システム」で効率的に情報提供／収集。 

入
国
前 



 ３．サポートセンターの業務内容 
 

 

入
国
直
後 

入
国
後 

入国支援システムの入力画面 
 

 ①「在留資格認定証明書」代理申請手続き 

 →学生が入力すれば、申請書が完成する。 

入
国
前 

入管指定の様式に合わせて 

項目を作成し、必要情報を 

入手する。 



 ３．サポートセンターの業務内容 
 

 

入
国
直
後 

入
国
後 

入国支援システムの入力画面 
 

 ②宿舎申請の受付 

 →入居者選考に必要なデータを入手。 

入
国
前 



 ３．サポートセンターの業務内容 
 

 

入
国
直
後 

入
国
後 

入国支援システムの入力画面 
 

 ③航空券手配支援／フライト情報の入手 
  

  ・「シャトルバスサービス」の日程を限定することで、 

   留学生の来日スケジュールを集中させる。 

  ・上記サービス期間中に渡日できるフライト情報を提供。←旅行代理店と連携 

入
国
前 

サービス希望者の人数を把握する 

ことで、シャトルバスサービスの 

運行計画を事前に策定。 

フライト情報を事前に入手することで、 

留学生全体の渡日スケジュールを把握。 



 ３．サポートセンターの業務内容 

入
国
直
後 

入
国
後 

①シャトルバスサービス 
  ・国際線到着ロビーに「ウェルカムカウンター」を設置して出迎え。 

  ・留学生がカウンターに到着した段階で、「入国支援システム」を用い、 

  指導教員等関係者あてメールにて逐次状況を報告。 

  ・大学保有のバス（３～４台）を借り切り、終日に渡って空港～寮を運行。 

  ・宿舎では、「サポートチーム」と寮サポーターが出迎え、入寮手続き等を支援。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入
国
前 

 

 



 ３．サポートセンターの業務内容 

入
国
直
後 

入
国
後 

 

②区役所手続き／銀行口座開設／携帯購入支援 
 

→「サポートチーム」の協力のもと、全留学生に必要な 

  生活立ち上げのための手続きを行う。 

 

③新入留学生オリエンテーションの実施 
 

→日本での生活に必要な情報と注意すべきことを、授業開始前に提供。 

   全キャンパスを遠隔システムで中継して、同時開催。 

入
国
前 

 

 



 ３．サポートセンターの業務内容 

入
国
直
後 

入
国
後 

 

①日常相談業務（一次的な相談窓口） 
②住居探しサポート（住宅保証制度手続き支援等） 
③窓口での通訳・翻訳 

入
国
前 

 

 



 
 

⇒地域と連携することによる支援体制の拡充 

■シャトルバスサービスのようす 

国際交流団体 
（福岡県留学生サポートセンター、福岡国
際交流協会（レインボープラザ）等） 

学校・公民館 

 ４．地域との連携 

自治体 

領事館 

県警 

入国管理局 

行政書士会 

国際理解の促進 安全の確保 在留の管理 



■シャトルバスサービスのようす 
  

 （１） 学内での評価 
 

   ・受入時の諸業務から解放され、受入が容易になった 
    → 受入促進に一定の効果 
 

   ・留学生からは、出迎えに対して好評価 
    → 一方、教員等からは「やり過ぎ」の声も。留学生の自立化、費用との兼ね合い 
 

   ・「交通整理」だけしかしていないのでは？ 
    → サポートセンターに対する期待・要望の更なる拡がり 
 

  ⇒新しいシステムやスタッフの導入により、留学生の受入促進に『速効性』はあった。 
  

 （２） 今後の課題 ～ 職員の『真』のグローバル化 
 

   ・サポートセンター職員の「質」の維持 
    → 情報・ノウハウの蓄積と共有体制の確立、雇用形態による限界 
    

   ・既存事務の国際化 
    → サポートセンターができたことにより、学生担当部署においては 
       自らが留学生担当であるという意識が欠如してしまう。（国際化の後退） 
 

  ⇒学生の在籍・教務を管理する部署自体が国際化しないと『真』とは言えない？ 

 ５．職員のグローバル化に向けて 



■シャトルバスサービスのようす 
  

ご静聴 

ありがとうございました。 


